
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（長野地域） 

平成２９年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 須坂藩堀家と堀直虎の生きた時代を見つめて 

事業主体 

（連絡先） 

 須坂市 市民共創部 生涯学習スポーツ課（博物館） 

 ０２６－２４５－０４０７ 

事業区分 ③教育、文化の振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費  ７９６，３７６円（うち支援金：５９７，０００円） 

①地域への関心・愛着を深め、地域

住民の一体感を醸成する。 

②須坂藩、堀直虎など地域の歴史、

偉人について理解を深める。 

③地域の歴史文化について学び、活

動する人材の発掘・育成。 

※自己評価【Ａ】 

【理由】市民の堀直虎の認知度が

従前に比べ飛躍的に向上し、また、

講演会等でその評価が高まること

で、地域への誇り・愛着の醸成に

貢献できた。 

【講演会Ⅱの様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 

① 創作音楽や紙芝居の上演を、観光イベント等で市民

が多く集まる機会に行ったことで、これまで堀直虎を

詳しく知らなかった人達にその生涯や業績について

知ってもらうことができ、地域への関心・愛着を持つ

住民の増加が図られた。 

② 講演会の開催により、地域の歴史・偉人について理

解を深め、地域に誇りを持つきっかけとすることがで

きた。 

③ 約 20 名のボランティアスタッフがチラシ・ポスタ

ー制作、当日の司会進行などに携わり、地域の元気を

生み出し、主体的に活動する人材の萌芽となった。 

１ 創作音楽・紙芝居の上演 

  市民が堀直虎の生涯を題材に制作した紙芝居・創作

音楽を観光イベント等にあわせ上演。 

２ 歴史小説家および研究者による講演会の開催 

  堀直虎を題材とした歴史小説の著者 江宮隆之氏に

よる講演会および、長野県立歴史館村専門主事 村石

正行氏による堀家のルーツを辿る講演会。 

３ 歴史文化ボランティア人材の発掘・育成 

事業の実施・運営にあたっては、須坂の歴史文化に

ついて学習を深め、主体的に活動していく人材を発

掘・育成するため、公募により募集したボランティア

を中心に行う。 

 

市民の堀直虎の認知度が向上し、地域への誇り・愛着の醸成に貢献したこの機運の盛り上がりを

一過性のものとすることなく、引き続き、観光イベント等での創作音楽・紙芝居の上演、堀直虎

を顕彰する講演会を開催する（平成 30 年度開催予定）。また、更なる人材発掘・育成のため、公

募ボランティアスタッフがより深く企画にかかわる展示会を博物館と協働で開催する。 


